「知らないね。 ここの ゥチは 月に 三度し か 掃除し ない 

から、 十日 分の 物が 落ちて るよ。 一 々覚えて いられる 

i ヽ I 

力 レ」 

「シ ラッパ クれ るな」 

「よしな よ。 私 はお 前の 留守中に は 三度 三度の 御飯 も 

一 膳ず っケ ンャク している ぐらい お前さんに 惚れて る 

ん だよ。 よその 男なん か、 アブ か トンボに しか 見えな 

いよ」 

ォ タツが 真実む くれてい るの は、 本当にそう 思い こ 

んで いるから であろう。 しかも、 怒気 を 押えて、 つと 

めて 哀願の 様子 は、 シンから ド ロボ— 君に 惚れて る 証 



「なんだ つて ェ？」 

「ォッ サン、 ド ロボ— だろう」 

「ゥ— ム。 テ メェ、 知って やが つたの か」 

「目の前で 実演す るから 見た だけ さ」 

r ゥ ー ム。 意外な こと を 言うな ァ。 ォレが 人相 を 見て 

外れた タメ シ はない はず だが。 …… すると、 オメ ェも 

ド ロボ— だな」 

「よせ やい」 

「じ ゃァ、 ド ロボ ー と 知って、 ついて きたの は、 どう 

いう わけ だ」 

「用がなかった からだ」 



「わるくな いな」 

「オメ ェ、 やる 気 か」 

「やりたい ね」 

「ゥ ー, ^。 しかし、 どうも、 信用が できねえ な。 オメ 

ェ、 いくら、 欲しい。 山 わけ か？」 

「金 はいらな いや」 

「フン。 時々、 返事が 気に いらね えな。 工場へ 住み こ 

んでド ロボ— の 手引き はする つもりだろう な」 

「宿がない から、 住み こむ のさ。 昼間ね て いられる の 

も 気に入つ たな。 絵 を かくに は、 夜の 方が 静かで いい 

よ」 



「ォ レがド ロボ— だてえ こと を 承知の 上での 言い草な 

ら薄 気味 わるい 野郎 じ やない か。 それとも、 テ メェ、 

薄バカ か。 ィャ、 ィャ。 ォレの 指先の 早業 を 見ぬ いた 

からに ゃァ、 薄バカ どころ じゃァ ねえ や。 さて は、 テ 

メェ、 兇状 もちだな。 シナで 人 を 殺 しゃがったろう」 

「戦争 中 だもの。 それに ォレは 兵隊 だから、 ォ レのタ 

マに 当って 死んだ のが 二三 人 はいた かも 知れない や」 

r ゥ— ム。 わからね え」 

ド ロボ— 君 は 相手の 顔 相 を 横目で 睨んで 考え こんだ 

あしおと 

が、 そこへ 外の 階段 を 登って くる 跫 音が きこえた から、 

ハツと 様子が 改リ、 



とド ロボ— 氏が 小声で あやまった。 

「そんなに 気が 弱くて、 よく あの 商売が つとまる ねえ」 

シシド 君、 ありがとう とも 云わずに カツ をつ まんで 

ムシ ャ くやりながら、 こう 云った から、 ド ロボ— 君 

は 気を悪くして、 白い 眼で ジッと 睨みつ けて 戻って き 

た。 

四合ビ ン を手ジ ャ ク でグビ リ/^ やりだし たが、 な 

ん となく ャケ 酒の 切な さ だ。 

「な ァ、 ォ タツ。 お前 だけ は ォレを 裏切り やしね えだ 

ろうな」 

「何 を 云つ てんだ よ、 この 人 は。 私 はお 前に 首った け 
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ドロで あるから、 かく も ゥチの 人 を たぶらかす 化け 狸 

め、 もう カン ベンなら ねえと、 便所の 手ヌ グイ を もち 

だす や、 リュックの うしろへ まわり、 それに もたれて 

ウッラ- (^の シシド 君の クビ へ 便所の 手ヌ グイ を まき 

つけて、 

「この 野郎、 ナ マイ キな。 ゥチの 人に 手 をつ かせ や 

がって、 挨拶 一 ッ しねえ か。 それほど お前が 偉い かよ。 

偉い か、 偉くない か、 ォレが 正体 見と どけて やる。 さ 

ァ、 どう だ」 

片ヒジ で シシド 君の クビを 起し、 ゆっくり 手ヌ グイ 

を まきつける。 シシド 君、 される ままに 逆らい もしな 



い。 もっとも、 ォ タツが 何 をす るか。 ォ タツ 以外の 人 

に は 見当が つか なくなつ たので ある。 

「H イツ！」 

手ヌ グイ を まくと、 ォ タツ はいきな り 力 いっぱい 首 

をし めた。 

「ギヤ ッ！」 

という 奇声 を 発して、 ただの 一 シメ によって シシド 

君 はもろ くもの びて しまった。 いささか も 劇的な とこ 

ろがない。 蛙が ヮナ にしめられて、 のびたよ うな もの 

であった。 

おどろい たの は、 ド ロボ— 君。 一気に 酔い もさめ 果 



しい ョ ダレ をな がして いる。 こんなに 完ぺキ に 威厳の 

ない 寝姿と いう ものが、 めったに 見られる もの じ やな 

ヽ o 

レ 

「ゥ ー ム この ダ ラシない 男 を 一 番 怖れて マン ジリ とも 

しなかった のか」 

と 考える と、 はりつめた 気が ゆるんだ か、 バ カバ 力 

しいと 思う 代りに、 なんとなく ゾクゾ クッと 寒気 を感 

じたので ある。 

この 男と い ぃォ タツと いい 何たる フ テブテ しい 神経 

であろう か。 自分 だけ 一人 とりのこされ たように、 や 

るせ ない 孤独 を 感じた ので ある。 
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